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１ 広葉樹利用拡大シンポジウム開催!!  

 9 月 13 日（木）持続的な広葉樹利用による地域

再生をテーマにした「地域再生シンポジウム

2018in 山形」が、米沢市金池の置賜総合文化セン

ターで県内外から約 100 名が参加し開催された。 

 「広葉樹の持続的生産にかかわる研究」と題し東

北大学大学院教授清和研二氏と「広葉樹の利用拡

大」と題し森林総合研究所東北支所森林資源管理

研究グループ長天野智将氏が講演した。その後、各

地域の実践事例を「ブナ林の資源評価と活用のた

めのネットワーク」と題し、新潟大学名誉教授の紙谷

智彦氏、「国産広葉樹と市場をつなぐ持続可能なもの

づくり」と題し、オークビレッジ㈱事業部長の佐々木

一弘氏、「近畿圏の中山間地における広葉樹利用につ

いて」と題し、森総研関西支所主任研究員の山下直子

氏、「山形県における新たな広葉樹利用の動きと課題」

と題し、国土防災技術山形支店参事の佐藤恒治氏ら

が報告した。最後に、森総研東北支所調整監田端雅進

氏をモデレータとし、講演者・事例報告者 6 名をパ

ネリストとして、「広葉樹の適正な管理と資源の利

用拡大に向けて」と題し、パネルディスカッション

で会場参加者も含め意見交換を行った。木産協か

らは、副理事長で県広葉樹利用拡大協議会会長の

㈲アイタ材木店社長會田悦陸氏と副理事長㈱アイ

タ工業社長相田吉則氏が参加し、県産広葉樹材の

普及ＰＲ活動を実施した。 

 14 日（金）は山形県内の広葉樹の活用事例見学

として、飯豊町の「源流の森」の広葉樹林と長井市

のけん玉工房、米沢市の木ロック工場等視察した。 

 本シンポジウムは、森林総合研究所と東北大学

大学院農学研究科が主催で、山形県や県広葉樹利用拡大協議会、県木材産業協同組合が共催

後援しており、これまで岩手県、新潟県で開催している。 
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1. 広葉樹シンポジウム開催！ 

山 形 県 木 材 産 業 協 同 組 合 

〒990-2473 山形市松栄 1-5-41 

TEL.023-666-4800 FAX.023-646-8699 

URL:http://www.mokusankyo.jp 

E-mail:yamawood@mokusankyo.com 

6. シリーズ森林・林業白書解説！ 

 

4. 素材生産部会情報交換会開催 ! 

 

県原木流通対策協議会が  

阿 部  昭 

 

 

 

 

2. 全木連東北支部会議開催について 

 3. 児童木工工作コンクール開催!!  
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5. 日本一芋煮会鍋太郎の蓋、製作！ 
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２ 全国木材組合連合会東北支部会議開催!! 

 9 月 18～19 日全木連東北支部会議（支部長：

齋藤渉）が南陽市「御殿守」を会場に開催され

た。全木連本部から来賓として常務理事森田一

行氏が出席し、東北各県から県木連理事長と専

務理事 12 名が出席した。 

 始めに齋藤支部長（青森県木連理事長）が開

会の挨拶、続いて開催県である阿部昭理事長が

歓迎の挨拶を述べ、平成 30 年度全国木材組合

連合会東北支部総会が始まった。 

支部事業実績や事業計画・予算等は原案どお

り承認された。次期開催県は、秋田県で承認された。役員改選については、前全木協連東北

支部長の朝田福島県木連理事長が退任したため空席となっていましたが、協議の結果、齋藤

全木連東北支部長に兼務していただくことで了承された。議事が終了し、意見交換の前に国

内外の木材の動向や中央情勢について森田常務からクリーンウッド法やＪＡＳ利用拡大事

業、外国人労働者支援事業などの情報提供があった。 

３ 山形県児童木工工作コンクール審査会開催!! 

9 月 13 日（金）山形市中央公民館（ＡＺ七日町）

５Ｆミニギャラリーにて、第 43 回山形県児童木

工工作コンクール（主催：山形県木材青壮年協議

会会長松田芳明（㈱松田木材））審査会が開催され

た。実行委員長吉田隆宏（㈲丸三製材所）が進行

し、各審査委員が県内各地から推薦された７７作

品について実施要領等に基づき厳正な審査を実

施した。その結果、山形県知事賞に、作品名「か

た屋根のログハウス」山形市立第二小 4年奥山祥

吾君、東北管理局長賞に、作品名「木の妖精」山

形市立東小 3年鈴木美羽さん、木産協理事長賞に、作品名「森のおみせ」山形市立西山形小

4年飛塚すばる君、県木青会会長賞に、作品名「木で休むふくろう親子」山形市立東小 3年

伊藤拓海君、日本木青連会長賞に、作品名「木で作ったカレンダー」山形市立蔵王第一小 2

年結城璃音君が選ばれた。作品はＡＺ七日町で展示された後、9/18 から県庁ロビーで展示

されている。表彰式は 10/13（土）14 時、林業まつり会場で実施される。 
 

４ 素材生産部会役員と協和木材㈱役員との初の情報交換会開催!! 

9 月 12 日（水）新庄市協和木材㈱会議室において、協和木材から沼子常務、菊池工場長、

菅野課長、素材部会から遠田部会長、佐藤（久）副会長、小関副会長、大隅統括理事が出席

し、終始和やかな雰囲気の中、初めての顔合わせと意見交換が実施された。 

お互いがそれぞれの立場から意見を述べ合い、認識の違いも見られたが、お互いの考え方

を知るうえで有意義な会となり、今後も継続していくことで合意した。素材生産量について

は、今年度４～８月までで約 9,200 ㎥を納入しており、昨年同期の約 3,600 ㎥と比較して約

3倍と大幅に増加しており、協和木材側からお礼をいただいた。また、最近の大雨による影

響（搬出路等道路関係）や生産請負の時期となることから、今後の納材の懸念を伝えた。 
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５ 「日本一の芋煮」ギネス認定と鍋太郎の木製蓋デビュー!! 

9 月 16 日（日）第 30 回日本一の芋煮会フェスティバ

ル（山形市馬見ヶ崎川河川敷）が開催され、「8時間で最

も多く提供されたスープ（芋煮）」ギネス世界記録が認

定された。この大鍋三代目鍋太郎は直径が 6.5ｍあり、

芋煮材料は、里芋３トン、牛肉 1.2 トン、ネギ 3,500 本、

コンニャク 3,500 枚、しょうゆ 700 リットル、隠し味の

地酒 50 升を使い、約３万食分を調理した。 

さて、この偉大な鍋太郎の木製蓋ですが、オール金山

杉で仕上げ、大鍋に合わせて蓋も直径約６ｍ厚さ４cm 重量 800 ㎏で、新庄市の㈱沼澤工務

店（沼澤貞義社長）が約 1か月かけて製作した。幅 23cm で長さが２～６ｍ板材 28 枚使用し

た。「相じゃくり加工」により、板の隙間から熱を逃がさな

いようにし、表面部には長短の角材 45 本を補強として使

った。取っ手の機能も持たせ、クレーンで吊り下げる際に

も活用する構造とした。運搬時には 10 個のパーツに分解

できる。沼澤社長は、「山形を代表するイベントで使われ

るのは名誉なこと。鍋本体と蓋、芋煮のすべてが県産にな

る。山形らしいもてなしになるのでは」と話した。 
 

６ シリーズ森林・林業白書 解説 （第３章） 

第３章.林業と山村（中山間地域） 

 我が国の林業は、長期にわたり産出額の減少や木材価格の低迷、林業従事者の高齢化等厳

しい状況が続いてきた。近年、国産材需要の高まり（合板等）やバイオマス発電等による低

質材の需要拡大により生産量は増加し、木材自給率の上昇等活力を回復しつつある。素材価

格も近年横ばいで推移している。その中でも、高性能林業機械の保有台数の推移はフォワー

ダ、プロセッサを中心に毎年 1割程度確実に増加している。また、山村（中山間地域）の動

向として、過疎化及び高齢化の進行、適切な管理が行われない森林の増加等の問題を抱えて

いる。林野庁では、地域の森林資源の循環利用を進め、林業の成長産業化を図ることにより、

地元に利益を還元し、地域の活性化に結び付ける取組を推進するため、「林業成長産業化地

域創出モデル事業」を実施している。  

７ 10 月以降の行事予定 

10 月 5 日 森創会 20 周年記念祝賀会（新庄市） 理事長他 

10 月 6 日 むらやま「森の感謝祭」（中山町） 専務 

10 月 8 日 吉村美栄子と語る会（山形市） 副理事長・専務 

10 月 13-14 日 第 28 回山形県林業まつり（天童市） 理事長他 

10 月 18 日 第 53 回全国木材産業振興大会（広島市） 理事長・副理事長 

10 月 23 日 農林漁業信用基金都道府県相談員会議（東京） 専務 

10 月 29 日 木産協三役会議（米沢市） 理事長他 

 

平成 31 年度（国庫補助）林業成長産業化関連事業要望調査中！！ 

 只今、標記事業（工場等施設整備や高性能林業機械導入支援等）の要望調査中です。各市町

村農林課・産業課、又は総合支庁森林整備課にお問い合わせ下さい。締切は 10 月 5 日です。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1538030926/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly90d2l0dGVyLmNvbS9lcm9iYS9zdGF0dXMvMTAzNzM0NTI0MDE3NTIwNjQwMA--/RS=^ADBNq_PRENDiYamvFJYxCAYsfMlLEs-;_ylt=A2RCCzLOK6tb7hgAejyU3uV7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
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８ 9 月定例県議会速報!! （9 月 28 日本会議一般質問） 

「やまがた森林ノミクスにおける広葉樹資源の活用について」  

青木彰栄議員（西置賜郡：白鷹町）農林水産常任委員会委員長 

 森林ノミクス推進条例の制定以降、県内各地で公共施設の木造化やバイオ

マス発電施設の整備が進み、人工林資源の利用拡大が進んでいる。一方で本

県は天然のブナ林を始めとする広葉樹資源に恵まれている。特に置賜地域で

は木地物や玩具、コケシ、その他生活用品等にも幅広く利用され、「木の文化」

を形成してきた。上杉家 10 代藩主鷹山公の殖産興業政策の中では、養蚕と織物の振興のため、

桑の植栽、和紙の原料となるコウゾの植栽、サワグルミの笹野一刀彫等の特産品の奨励など高

付加価値商品の開発にも結び付く施策を行っている。まさにやまがた森林ノミクスに相通じる

施策であり、様々な分野で広葉樹資源を活用していくべきと思うが県の取組はどうか。 

 駒林農林水産部長 広葉樹は本県民有林面積の 53％に当たる約 16 万 ha を占め、その 4 割

が置賜地域である。広葉樹材は、一般に木目が複雑で美しく、硬くて丈夫な特徴を有しており、

建築など様々な分野で活用が進むよう取り組んでいる。昨年、県内の製材工場や市場事業者を

メンバーとした「山形県広葉樹利用拡大協議会」を立ち上げ、県産広葉樹材のパンフレットの

作成やフローリング等の製品サンプルを作成し、林業まつりや各種イベントで仙台圏や首都圏

での出展を行いながら、利用拡大を図っている。また、クロモジ等の広葉樹の香りにも着目し

ており、7月に「山形県森林の香りネットワーク会議」を開催し、「林工連携コンソーシアム」

とも連携を取りながら、各分野の広葉樹資源の活用を進めていきたいと考えている。 

 

９ 国等からのお知らせ 

林野庁 ・10 月は「木づかい推進月間」10 月 8 日は「木の日」各地でイベント開催します。 

     テーマは「木の香りで心も体もリラックス」です。 

    ・林野庁ロビーに山形県の木製品を展示中（10/1～11/30） 

    ・林業退職金共済制度加入促進強化月間です。 

国交省 ・改正建築基準法の一部が、平成 30 年 9 月 25 日から施行されます。 

（木造建築物等である特殊建築物の外壁等に関する規制の廃止等） 

厚生労働省 ・平成 30 年度全国労働衛生週間（10/1～10/7） 

     スローガン「こころとからだの健康づくり みんなで進める働き方改革」 

東京都 ・WOOD コレクション（モクコレ）2019 出展者募集中！（東京ビッグサイト 1/29～） 

 

10 日本百名山シリーズ紹介（間ノ岳） 

 日本第３位の標高 3,190m で、穂高と同標高となっている。

南アルプス北部の白峰三山（北岳、間ノ岳、農鳥岳）の真ん

中に位置し、北岳と間ノ岳は 3,000m の稜線歩きを約３時間満

喫できる日本で唯一のコースと思っている。この山には麓か

ら直接登る登山道はなく、北岳か農鳥岳、塩見岳を経由する

コースを選ぶことになる。いずれの場合も山頂まで 1 泊以上

の上級者向けになるが、稜線の目の前には巨大な富士山を眼

下に見下ろし、雷鳥を従え、高山植物の絨毯を歩くイメージで、南アルプスの一番人気のスポ

ットでもある。山頂は広々とした岩稜地帯で多くの登山者がゆっくりと 360 度のパノラマを楽

しんでいる。登山基地の一つ広河原には、甲府駅から早朝登山バスで約 2時間。そこから標高

差約 1,600ｍを登る。 

間ノ岳山頂 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1538437156/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9qYS53aWtpcGVkaWEub3JnL3dpa2kvJUU5JTk2JTkzJUUzJTgzJThFJUU1JUIyJUIz/RS=^ADBaI26G2kYhT_vJZQiSG4DaPpfZbo-;_ylt=A2RCL5WkXrFbwAEA7guU3uV7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
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11 森林総合研究所からのお知らせ（公開講演会）  
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12  ８月期の住宅着工状況 
  
平成 30 年 8月期の県内新設住宅着工戸数は 513 戸となり、対前月比 109.4％、対前年同月比 91.4％、前年累計比 117.2％となった。地域

別では山形市、米沢市、長井市、川西町等が伸びている。木造率は今月 79.9％となっている。 
 


